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６．環境対策

(1) 周辺環境対策

災害廃棄物処理業務の実施にあたり、地域の復興を見据えた

周辺環境の保全、作業者の安全衛生に配慮した作業環境の保全、

また地球環境の保全等総合的な観点から、以下の環境対策を実

施した。 
 

【主な対策内容】

・焼却炉排ガス ⇒ 公定分析の調査頻度の増加。ダストモニ
ター等を用いた連続監視の実施。 

・排水処理 ⇒ 公定分析の調査頻度の増加。処理水の全量を、
焼却炉の冷却水として再利用。 

・悪臭対策 ⇒ 場内の巡回調査を毎日実施。仮置した廃棄物
から悪臭が発生してた場合は、シート養生お

よび高圧洗浄機を用いた消臭剤の噴霧。 
・放射線管理 ⇒ 敷地境界と各作業エリアは 1～2回/日 の頻

度、搬出入車両は全台数放射線量を測定し、

作業員の放射線被ばく防止および敷地周辺

への放射線影響を監視に努めた。 
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仮置状況（亘理町荒浜）

写真-14 排ガス調査実施状況 

図-10 消臭剤噴霧による対策状況 

図-9 アップサイクルブロック製作概要 

図-11 焼却炉排ガスの連続監視 
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(2) 作業環境対策

【主な対策内容】

・作業環境測定（図-12） 
⇒ 作業環境大気中のダイオキシン類および

アスベスト濃度と粉塵量の相関を求め、粉

塵量をリアルタイムで測定することで、有

害物質濃度を常時監視した。 
 

・手選別作業（写真-15） 
⇒ 高性能集塵機を備えた換気設備で室内

を浄化する建屋（クリーンルーム）で作

業を行い、作業員の有害粉塵摂取の防止、

屋外に対する有害粉塵の影響を低減し

た。 
 
 
・屋外選別作業（写真-16） 

⇒ 粗選別作業ヤードは、鋼製の大型屋

根を備えた 3,600m2の大型施設と

し、天候の影響を受けずに作業でき

る環境とした。 
 
・有害物の暴露防止（写真-17） 

⇒ 作業内容に適した各種保護具を支給し、有害

物質の接触や裂傷予防を実施。作業ヤードご

とに、異なる色･デザインの作業着を着用し、

他の作業者が誤った保護具で立ち入ること

を防止した。また、万一に備え、破傷風予防

接種、電離放射線健康診断およびじん肺健診

を実施し、作業員の健康管理に努めた。 
 
７．地元への貢献等

(1) 地元への貢献・協働

災害廃棄物処理業務においては、地域経済の活性化等につながる地

元貢献も大きな命題である。地元建設業者の活用や資機材調達等にお

ける JA 宮城、JF 宮城および商工会等との積極的な連携はもとより、

被災された地元の方々を手選別作業等で優先的に数多く雇用すること

により地元の雇用機会拡大に努め、地元と一体となって処理業務を進

めた。

① 地元企業の活用

・土木工事、運搬業務等 ⇒ 亘理町に本拠を持つ地元企業 

集じん機 集じんダクト エアーガンによる粉じんの除去エアーシャワー

焼却炉管理混合廃棄物処理 破砕･選別作業

写真-15 手選別作業実施状況 

写真-16 粗選別作業ヤード 

写真-17 保護具装着状況 

図-12 連続監視システム概要 

焼却炉エリア 手選別建屋 事務所

計測機器 によるリアルタイム管理計測機器

写真-18 地元業者からの燃料調達 
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・資機材、油脂製品等 ⇒ JA 宮城、JF 宮城および亘理町内に工場等

がある企業から調達 
・日用品（備品、事務用品等）⇒ 亘理山元商工会からの調達 

② 地元施設の活用

・被災した亘理町の温泉施設『わたり温泉 鳥の海』を、企業体の宿

泊施設として借り上げた。

③ 地元雇用の推進

・地元企業と連携して亘理町およびその近隣住民を優先的に雇用す

るとともに、個人のスキルアップのための講習会を行うなど、復

興に取り組む地元住民の自立へのステップをサポートした。

 
(2) 地元との交流

亘理町のイベント（えんころ節全国大会、亘理復興マラソン、地

方祭等）への協賛、参加を通じて地元の復興へ向けた支援を行った。

また、地元商工会の復興支援事業への購買協力等も行った。

８．おわりに

平成 24 年 6 月よりフル稼働状態で処理業務を推進し、平成 25 年 11 月上旬に焼却を含む全ての震災がれき

の処理が終了した。他処理区から受け入れている農地土砂のふるい分け作業については平成 25 年 12 月中、

焼却灰の搬出･最終処分については平成 26 年 1 月中に終了した。処理業務が終了したヤード･施設より、順次

解体作業を進め、平成 26 年 3 月に更地化を含めた全施設の解体を終えた。100 万 t を超す膨大な量の災害廃

棄物の処理業務であったが、ほぼ予定どおりの工程で全業務を遂行することができた背景には、現場作業員、

地元業者および周辺関係者、近隣住民、他処理区ならびに行政関係者と連携･協力なくして成し得なかったも

のと考える。 
亘理町の皆様に安心して頂きながら、予定どおり災害廃棄物の処理を終え、復興に向けた事業にバトンタッ

チできたものと考えている。 
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写真-19 わたり温泉 鳥の海 


